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新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 

昨年の元旦には能登半島地震が発生し、この地域でも大きな揺れを感じ不安なお正月を迎えまし

た。被災された方の復興はまだまだですが以前の穏やかな生活が送れるよう願っています。 

昨年12月1日に半田中学校避難所運営委員会の沢田会長からお声がけを頂き「第8回避難所運営訓

練」に参加しました。建物や周辺の安全確認、避難所開設決定、避難する人たちで開設作業を分担

して行いました。受付を設置したり体育館にブロックごとのブルーシートを配置したり、炊き出し

を手伝ったりと避難者で作り上げていく訓練をしました。 

私が住む地域では住民名簿に救護班等の役割分担を決めていますが、発災時に必ずしも避難所に

いくことができるかどうかは不明です。今まで参加した避難訓練と違い住民で作る避難所としての

活動に先進的な取組をしていると感じました。 

体育館に集合した時に参加された方の意見で「子供がおとなしくできるかどうか不安」と言われ

た親御さんがいましたが、それに対して「避難する時に折り紙を持って

いく」と答えた子供さんがいて素晴らしいと感じました。 

会場では自宅避難も考えてもらうため車中泊やテントでの避難のモデ

ルが展示されていました。半田市内の指定避難所は43カ所約13,000人程

度の収容となっています。すべての方が避難することは困難なため個人

で様々な避難方法を検討していくきっかけにもなりました。 

りんりんは※災害時支援者派遣事業所として半田市と協定を結んでい

ます。指定避難所に設置された福祉スペース等に支援者が派遣されるという仕組みを現在の所は想

定しています。今回の訓練で段ボールベッドの組み立て等の体験を中学生ボラの皆さんと一緒にお

こないました。簡単に設置できましたが20基しか設置できず、面積的にも困難でした。20基のベッ

ドをどのように活用していくのか、ここに数日とどまるのではなく状況に応じて医療、介護施設と

連携できる仕組みを考えましょうと事業所としての意見を伝えました。 

避難所設営される方も行政職員もボランティアの方も全てが被災者となります。みんなで作る

「誰にとっても優しい避難所」を目指している運営委員会の皆様の活動にりんりんができる事を

お手伝いできればいいなあと思いながら持参した材料が入った豚汁を美味しくいただきました。 

 12月1日の中日新聞に能登半島地震で被災された方の記事が掲載されていました。「春は必ず来

る！！私たちの春も来る！！」と避難中に書かれた色紙を今でも飾ってあるそうですが、まだまだ

春が来たとは言えない状況だそうです。災害にあっても元のような生活に早く戻ることができるよ

う普段から備え、防災意識を持つよう皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

今年もご支援の程よろしくお願いいたします。             

                               理事長 渡邉 千恵 
※災害時支援者派遣事業所…半田市は介護、障がい等の福祉事業所と支援者派遣事業所として協定を締結し、 

             大規模災害時に指定避難所や福祉避難所へ支援者を派遣する 

１ 

102号 
 

令和7年 

（2025年） 

1月発行 



 

 

2 

  

  

 介護者茶話会 

 りんりんデイサービスセンターの利用者様の笑顔が本当

に素敵で、とても居心地良く過ごされている印象を受けま

した。私の祖母も2年前に110歳で亡くなり、亡くなる直

前まで施設にいました。家族で会いに行くと、いつも笑顔

でいた事を思い出しました。利用者様が気持ちよく過ごせ

る笑顔が絶えない施設のお手伝いができればと思います。

また来年も参加したいです。 

（株）豊田自動織機 東知多工場 班長会会長 榊原 伸洋 

ありがとう 

ございます 豊田自動織機のみなさんが福祉施設ボランティアに 

来てくださいました 
 （株）豊田自動織機 東知多工場 班長会の皆さんが福祉施設

ボランティアに来てくださいました。植木の剪定、草取り、ペ

ンキ塗り、洗車、駐車場の補修などたくさんのことをしていた

だきました。 

 また、班長会・学友会の皆さまからお米もいただきました。

（株）豊田自動織機の皆さん、ありがとうございました。 

介護を離れて自分のために時間を作ること、同じ

介護者同士で話をすることで、孤独感が薄れるこ

とを目的としています。今回はプラチナカフェの

地域の方と合同の茶話会となりました。 

 

茶 話 会 

 講師の指導のもとクリスマスリースを作りま

した。介護のこと、時間を忘れて一心に取り組

んでいる姿が印象的でした。地域の方や介護者

同士の交流もできて、素敵なリースを作り、楽

しい時間を過ごしていただきました。 

 出来上がった作品を見ながらの笑顔が印象的

でした。日頃のいろいろなストレスが解消でき

たと感じます。明日からも介護をやって行く活

力になっていただけたら幸いです。     

         りんりんケアマネジャー 



 

 

りんりんデイサービスセンター 
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お気軽にお問合せください 

特定非営利活動法人 りんりん 
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TEL : (0569)21-3646  FAX : (0569)32-6623 
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デイサービス 

 

運動会で 

一致団結！ 

新年あけましておめでとうございます。 

本年も元気よく皆様をお迎えし、楽しく明るいデイサービスにして参ります！！ 

岩滑小学校“のぞみ学級”ふれあい交流会 
手遊びじゃんけんやクイズをして、最後は「ふるさと」を 

みんなで合唱しました♫ 

地域ボランティアの先生をお招きしたイベント 

月に1回の習字を楽しみにされている方も多いです 

毎日の食事をインスタグラムにて投稿中！ 

みんなで 

鏡もちを 

作りました 

運動会 

先生の 

お手本を 

参考に… 

壁画づくり 

慣れた手つきで 

餃子づくり 
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 “りんごクラブ” 

10月 
・矢勝川ゴミ拾い ・ハロウィン 

 

11月 
・コマけん玉検定 

      

12月 
・クリスマス 

りんごクラブの行事 

 

学童保育 

明治ホールディングス（株）株主様からのご寄付でクリスマスのおやつをみんなでいただきました☆彡 

11月からコマけん玉検定が始

まりました。各々目標に向けて

頑張っています。 

ごんの秋まつりに合わせて矢勝川へゴミ拾いに行きました。 

（R6/12月末現在） 

登 録 者 数 

10月 69名 

11月 67名 

12月 67名 

ハロウィンには子どもたちが仮装や

メイクをして楽しみました。 



 

 

12月7日（土）みんなの作品展 

 絵手紙、さをり織り、やなべ小町で活動している

みなさんの作品を展示・販売しました。 

たくさんのご来場ありがとうございました。 
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 10月 11月 12月 

生き活きサロン 96名 103名 78名 

さをり織り 43名 42名 36名 

絵手紙 7名 8名 9名 

やなべっ子食堂 49名 62名 228名 

やなべ小町 13名 12名 11名 

りんごぴあであそぼ！！ 24名 12名 12名 

（R6/12月末現在） 

多世代交流事業利用者数 

多 世 代 

交 流 

多世代交流事業の様子はインスタグラムにで発信しています。ぜひチェックして、いいね、フォローをしてくださるとうれしいです☆ 

岸野幸子先生の作品 



 

 

ありがとう 

ございます 
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賛助会員 26名 

利用会員 45名 

協力会員 82名 

合計 153名 

（R6/12月末現在） 

会 員 数 

ヘ ル パ ー 研 修 会 

10月 
防災について 

講師 / 当法人 理事長 渡邉 千恵 

 

11月 
障がい者虐待防止・身体拘束の適正化に関する事業所向けの研修（動画配信） 

講師 / （社福）みんなでいきる 障害福祉サポートセンターりとるらいふ 

     統括施設長 片桐 公彦 氏 

 

 

 

12月 
パン教室を知ろう 

講師 / 当法人 障がい福祉サービス管理者 二村 ひとみ 

パン指導 / ヘルパー 中野 優子 

シミュレーションすることにより、たくさんの対応方法を発見できました。 ヘルパーS 

【ヘルパー研修の感想】 

りんりんでは介護職員の資質向上のため、毎月研修を行っています。 

東海労働金庫半田支店 

澤田支店長さんと加藤さん 

さをり織りのストラップを

プレゼントしました。 

賛助会員 … 稲葉 定治 、 近藤 健吾 

皆様のあたたかいご支援がりんりんを支えています 

言葉遣いが行動に伴ってくると知り、適切な対応を心がけようと思いました。 ヘルパー I 

障がい者と会話のキャッチ

ボールは出来なくても心の

キャッチボールができること

がわかりました。ヘルパーM 

ご寄付をいただいた方…  

Amazon「みんなで応援プログラム」 、荒川 愛子 、 伊藤 太一 、  

おもちゃ図書館つみき 、 菊池 順子 、 杉 文雄 、  

（株）豊田自動織機東知多工場班長会 ・ 学友会 、 

ファミマフードドライブ 、 村上 光男 、  

明治ホールディングス株主の方 、 矢野 航大 （敬省略） 

 りんりんでは、東海ろうきん「NPO寄付システム」

を通して頂いた寄付金を多世代交流事業の活動に使

用させて頂いています。 

 今年度は皆様からいただいた寄付金でさをり織りの

糸を購入させていただきました。 

 この寄付システムはどなたでも 

手軽にできる寄付システムです。 

皆様のご支援をお願い致します。 

ろうきんのご案内WEBページ 


